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図書館との連携 

 次期メタデータスキーマjunii3の策定 

 研究データ、助成機関情報対応 

 世界中のRDMトレーニングツールのサーベイ 

 日本に適したRDMトレーニング教材の開発 

 学内の研究データデータベースのサーベイ 

 機関リポジトリへの移管による公開サポート 
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メタデータ管理 
● 論文・研究データ関連付け名寄せ機能 

● 研究者・研究プロジェクト成果管理機能 

● 海外ディスカバリサービス連携機能 
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実験データ 成果論文 

データ登録者 

蓄積 実験・保存 

検索・利用 

データ利用者 

● 学術ネットワークへの高速アクセス機能 
● 認証連携対応データ共有機能 
● クラウド活用高効率データ保存機能 

● 研究データ向け高速・簡便セルフアーカイブ機能 

● バージョン管理・自動パッケージング機能 

● データ提供先に応じたプライバシ情報匿名化機能 

研究データ用リポジトリ 
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長期保存対応ストレージ領域 

データの流れ 

利用の流れ 

ディスカバリサービス 

日本学術会議 「 オー プ ン イ ノ ベー シ ョ ン に資す る  

オー プ ン サ イ エ ン スの あ り 方に関す る提言 」  

研究データ基盤 



国際連携 

 ORCID連携 

 IR推進委員会内ORCIDコンソーシアムライセンスTF設立 

 RDA：National Data Services活動 

 各国のナショナルインフラ整備状況の調査 

 COAR：Next Generation Repository仕様検討 

 次世代機関リポジトリシステムの開発 

 OpenAIREとのデータ連携 

 国際的ディスカバリサービス連携基盤の構築 

 Open Science Framework, EUDAT（European Open 

Science Cloud）との連携 

 研究データ管理基盤の構築 

 


